






食事療法は,インスリン依存性糖尿病(IDDM)の治療管理に必要不可欠である。総摂取エネル

ギーは,患者の年齢や身長体重,運動量などにより設定されるが,その配分に関しては研究

者により意見が異っている。すなわち,糖質:脂質:蛋白質の比を 5～5.5:2.5～3:2に分配す

る高糖質食と,その比を 4:4:2 に分配する高脂肪食の 2つの意見がある。しかしその可否に

ついて両者を比較した報告はない。そこで我々は,3日間という短期間ではあるが,IDDM の

2 例にエネルギー配分比の異る食事を摂らせ,運動量を一定にして,血糖値の動き,血清脂

質の変化を比較検討したので報告する。 


